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単層カーボンナノチューブの幾何学構造を制御した生成への第一歩として，

バルク試料のカイラリティ分布が計測可能として注目されている近赤外蛍光

分光法[1]を用いて，様々な生成条件でアルコール CCVD 法によって合成した
単層カーボンナノチューブ[2, 3]の 3 次元蛍光測定を行った．合成した単層カ
ーボンナノチューブを孤立化するために，SDS の D2O 溶液中に分散し，強力
な超音波分散後，20,000g において 24 時間遠心分離を行った．励起波長をス
キャンして近赤外蛍光スペクトルを測定し，励起波長と発光波長の関数とし

て蛍光強度をプロットした蛍光 3 次元マップを作成した．図 1 に HiPco と
ACCVD 法によって生成した近赤外蛍光 3 次元マップの比較を示す．それぞれ
のピーク位置が一定の(n,m)のカイラリティの SWNT と対応すると考えられ，
HiPco サンプルと比較して，ACCVD によるサンプルは明らかにカイラリティ
分布が狭いことがわかる． 
文 献： [1] S. M. Bachilo et al., Science, 298 (2002) 2361-2366.  
 [2] S. Maruyama et al., Chem. Phys. Lett., 360 (2002) 229-234.  
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図１ ３次元近赤外蛍光分光によるカイラリティ分布計測 


